
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）第 37 号         ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」         2023 年 11 月 1 日 

号 

せらいはしせらせはい 

２０２３年１１月１日 第３７号 

 

 

 

９
月
14
日
、
新
た
な
体
制
と
な
っ
て

最
初
の
連
協
幹
事
会
を
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
幹
事
会
で
は
、
役
員
の
任
務
分

担
と
年
間
執
行
方
針
等
、
当
面
の
課
題

に
つ
い
て
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。 

今
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て
、
会
員

拡
大
と
２
年
後
に
迫
っ
た
「
お
ざ
わ
参

議
院
議
員
」
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。 

中
で
も
会
員
拡
大
の
関
連
で
は
、
協

力
会
員
制
度
の
見
直
し
を
受
け
、
現
役

に
よ
る
対
象
者
の
名
簿
づ
く
り
や
個
別

対
応
の
状
況
な
ど
を
含
め
、
現
役
と
の

定
期
的
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
こ 

 

ＪＰ労組新潟連協退職者の会 

〒951-8799 新潟市中央区東堀通 

七番町 1018 新潟中郵便局内 

発行責任者 会長 山 田 太 郎   

 

渡辺議長 

 

協力会員の皆さまへ 

 

＜ＪＰ労組新潟連協退職者の会＞ 

機関紙「春夏秋冬」の送付について 

 

謹啓 晩秋の候、協力会員の皆さまにおかれましては、益々 ご清

栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃から「新潟連協退職

者の会」及び「〇〇支部退職者の会」の活動にご理解とご協力を

いただき厚く御礼申し上げます。  

 さて、今年６月に開催されたＪＰ労組第１６回全国大会におい

て協力会員制度の見直しが行われました。この見直しにより、満

６０歳を超えてシニアスタッフとして働く組合員の皆さんは全員

が協力会員となりました。 

この見直しを契機に、新潟連協退職者の会では、定期刊行（年

４回）の機関紙「春夏秋冬」を今回から支部経由で協力会員の皆

さまにお届けさせていただくこととしました。 

この機関紙では、各種の活動や催し事へのご案内など、最新の

情報を定期的にお届けいたしますので積極的にご参加いただけれ

ば幸いです。 

本会に対するご支援とご協力をお願い申し上げ、機関紙送付の

お知らせとご挨拶に代えさせていだきます。 

 
 2023 年 11 月吉日  

ＪＰ労組新潟連協退職者の会  

会 長 山 田 太 郎 

  ＪＰ労組〇〇支部退職者の会 

会 長 〇 〇 〇 〇 

  

 

新
潟
連
協
退
職
者
の
会 

第
一
回
幹
事
会 

 

と
と
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
協
力
会
員
の
皆

さ
ん
に
退
職
者
の
会
の
活
動
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
案
内
文
（
左
）

を
セ
ッ
ト
に
、
機
関
紙
『
春
夏
秋
冬
』
を
11

月
の
発
行
か
ら
支
部
を
通
じ
て
届
け
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

選
挙
関
連
で
は
、
お
ざ
わ
参
議
院
議
員

の
受
け
入
れ
も
視
野
に
、
み
ら
い
研
・
政
治

学
習
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
長
く
続
き
、
こ
の
間
、
退
職

者
の
会
の
基
本
活
動
で
あ
る
交
流
と
親
睦

会
の
開
催
が
困
難
で
し
た
が
今
回
は
久
し

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第１回連協幹事会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

支部名 月 日 曜 会     場 時 間 懇親会 参加数・女性(昨年) 参加役員 

新 潟 8月 27日 日 アートホテル新潟駅前 10：30 〇 ２９・5 (23) 山 田 

佐 渡 8月 6 日 日 ホテル「浦島」 16：00 〇 １５・0 ( 8) － 

下 越 9月 24日 日 イクネスしばた 13：30 〇 ２９・2 (25) 河 内 

新 津 9月 2 日 土 秋葉区新津健康センター 10：00 － ２０・4 (20) 山 田 

西蒲原 8月 21日 月 西蒲区「だいろの湯」 11：00 〇 ２０・0 (20) 山 田 

三 条 8月 24日 木 三条市「まるい」 11：30 〇 １６・0 (12) 牧 

中 越 9月 6 日 水 まちなかキャンパス長岡 14：00 〇 ２１・0 (13) 山 田 

魚 沼 8月 30日 水 小千谷市「プラザ片山」 11：00 〇 ３９・2 (14) 山 田 

上 越 9月 10日 日 上越レインボーセンター 14：30 〇 ２３・0 (23) 内 藤 

 

支部定期総会の開催状況 

 

Ｊ
Ｐ
労
組
信
越
主
催
の

「
２
０
２
３
年
度
前
期
支

部
共
済
担
当
者
会
議
」
が
９

月
２
日
～
３
日
、
上
越
市

「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
上
越
」
に

お
い
て
、
来
賓
９
団
体
と
地

本
役
員
等
、
関
係
者
75
名
が

参
加
す
る
中
で
開
催
さ
れ
、

新
潟
連
協
退
職
者
の
会
か

ら
は
内
藤
・
牧
両
副
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

主
催
者
挨
拶
後
、
各
団
体

か
ら
挨
拶
と
取
扱
商
品
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
度

目
標
に
お
け
る
各
支
部
の

実
績
報
告
が
行
わ
れ
、
優
秀

支
部
表
彰
式
が
あ
り
１
日

目
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

２
日
目
冒
頭
、
２
０
２
２

年
度
の
取
り
組
み
状
況
と
火

災
・
自
然
災
害
共
済
の
現
状

に
つ
い
て
綿
貫
事
務
局
長
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

１
つ
の
特
徴
と
し
て
、
各

支
部
で
推
進
状
況
に
温
度
差

が
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
支

部
共
済
運
営
（
執
行
）
委
員
会

の
受
け
止
め
や
意
識
統
一
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
、
２
つ
に
火
災
共
済
加
入

者
は
現
役
組
合
員
の
割
合
が

低
く
、
半
数
以
上
が
退
職
者

と
な
っ
て
お
り
、
信
越
で
は

そ
の
傾
向
が
顕
著
で
益
々
進

ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

続
い
て
、
米
持
共
済
事
務

局
次
長
（
信
越
共
済
地
方
部

長
）
か
ら
総
合
共
済
制
度
の

改
定
（
案
）
の
説
明
と
支
部
共

済
体
制
及
び
責
任
者
の
明
確

化
の
要
請
、
並
び
に
第
17
回

定
期
全
国
大
会
が
新
潟
市
で

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
共

済
加
入
者
の
拡
大
で
全
国
の

仲
間
を
迎
え
た
い
と
の
決
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
会
議
に
参
加
し
て
の
感

想
は
、
共
済
推
進
目
標
の
達

成
に
向
け
て
地
本
、
連
協
、
支

部
と
も
例
年
に
な
く
強
い
意

欲
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
改
め
て
労
働
組
合
の
原

点
で
あ
る
「
助
け
合
い
の
運

動
」
が
い
つ
の
時
代
に
あ
っ

て
も
大
切
で
あ
る
と
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。 

   

（2）第 37 号        ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」          2023 年 11 月 1 日 

号 

せらいはしせらせはい 

2023年度の各支部定期総会が終了しました。これまでのコロナ禍の影響による自粛モー

ドから以前のスタイルに戻り、退職者の会の活動の基本である懇親交流会が復活していま

す。また、総会運営では、来賓及び会員の参加も増加傾向となりました。 

 

２０２３年度 前期支部共済担当者会議 

 
 
 

３
月
～
５
月
を
会
員
拡
大
の
集
中
行

動
期
間
と
し
て
、
支
部
で
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

先
月
号
に
記
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
新
会
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

協
力
会
員
制
度
の
見
直
し
も
あ
り
ま

し
た
が
、
正
会
員
拡
大
に
向
け
、
現
役
の

皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
連
携
を
図
り
ま
し
ょ

う
。 新 会 員  

ご 紹 介 
支 部 氏  名 加入日 

中 越 田村 文子 7/24多摩東より 

上 越 安原 久子 ８月 １日 

魚 沼 上村 洋幸 ８月 ３日 

魚 沼 野沢  靖 ８月１３日 

上 越 山本 正行 ９月 １日 

上 越 中野 幹根 ９月 １日 

 



 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）第 37 号       ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」        2023 年 11 月１日 

号 

せらいはしせらせはい 

長寿で健康 
生き生きコｰナｰ 
 中越支部 退 事！！

中越支部（柏崎ブロック） 

   小 林 廣 太 郎 さ ん（86 歳） 

「
悠
友
会
」
の
第
８
回
ゴ
ル
フ

大
会
が
10
月
６
日
、
新
潟
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
大
瞬
間
風
速
21
メ
ー
ト

ル
と
い
う
台
風
の
よ
う
な
荒
天

の
中
、
県
内
各
地
よ
り
42
名
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。 

年
に
１
回
の
悠
友
会
メ
ン
バ

ー
の
交
流
会
で
す
が
、
会
を
重

ね
る
ご
と
に
高
齢
や
体
調
不
良

等
に
よ
り
参
加
を
見
送
る
常
連

客
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
同
時

に
定
年
を
迎
え
退
職
者
の
会
員

と
な
っ
て
悠
友
会
に
加
入
し
参

加
す
る
新
た
な
顔
ぶ
れ
も
増
え

て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
現
役
組
合
員
か
ら
の

参
加
も
多
く
あ
り
、
ま
さ
に
現

退
一
体
の
交
流
が
図
ら
れ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
第
８

回
目
に
し
て
初
め
て
、
優
勝
・
準

優
勝
を
現
役
組
合
員
に
持
ち
去

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

次
年
度
か
ら
は
、
メ
ン
ツ
を

気
に
せ
ず
、
シ
ル
バ
ー
テ
ィ
グ

ラ
ン
ド
か
ら
シ
ョ
ッ
ト
だ
。
と

い
う
声
が
退
職
者
の
中
か
ら
上

が
り
ま
し
た
。 

  

優  勝 新潟支部  尾方  啓介（中）現  役 

準優勝  新潟支部  高橋  信一（右）現  役 

第三位  新津支部  米田  秀逸（左）退職者  

 

『悠友会』第８回ゴルフ大会  

表彰式 

柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
小
林
廣
太
郎

さ
ん
に
長
い
間
、
そ
れ
こ
そ
永
い
間
、

旧
柏
崎
支
部
や
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹

事
を
継
続
し
て
務
め
て
い
た
だ
い
た
。 

い
や
！
今
期
も
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。 

70
歳
中
頃
か
ら
、
代
わ
り
の
方
を

考
え
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
、「
80
歳
を

超
え
た
」「
85
歳
を
超
え
た
」
と
、
何

回
か
交
代
の
要
望
を
さ
れ
て
き
た
。 

そ
の
都
度
、
今
回
だ
け
は
続
け
て
ほ

し
い
と
慰
留
を
お
願
い
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
。
こ
ん
な
事
も
あ
っ
た
。
幹
事
会
で

懇
親
を
兼
ね
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
だ
時
の
事
だ
。 

虫
刺
さ
れ
に
弱
い
御
仁
が
、
ブ
ヨ
に

顔
や
半
袖
の
腕
な
ど
、
数
か
所
や
ら
れ

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
痒
い
痒
い
の
症

状
が
出
て
、
顔
や
腕
が
腫
れ
始
め
た
。 

帰
宅
後
、
そ
の
症
状
は
更
に
ひ
ど

く
な
っ
た
と
い
う
。 

そ
の
日
の
夕
刻
、
小
林
さ
ん
は
御

仁
に
、
マ
ム
シ
酒
を
お
届
け
し
た
。 

お
い
し
く
飲
め
る
よ
う
熟
成
し
た

マ
ム
シ
酒
で
あ
る
が
、
塗
布
す
れ
ば
、

毒
消
し
の
効
果
も
あ
る
と
い
う
。 

顔
を
腫
ら
し
て
い
た
御
仁
、
小
林

さ
ん
か
ら
頂
い
た
マ
ム
シ
酒
で
（
飲

酒
で
な
く
）
塗
布
を
し
た
ら
、
見
事
ム

ズ
が
ゆ
、
ほ
て
り
、
む
く
れ
が
治
っ
た

と
い
う
。
さ
す
が
、
小
林
さ
ん
の
思
い

が
毒
を
制
し
た
。 

私
が
訪
れ
る
時
、
小
林
さ
ん
は
、

大
抵
奥
さ
ん
と
自
宅
近
く
の
畑
に

お
ら
れ
る
。
畑
作
は
「
奥
様
が
上
手
」

と
“
「
よ
い
し
ょ
」
の
気
遣
い
も
怠
り

な
い
・
・
・ 

60
歳
定
年
退
職
以
来
、
86
歳
の

今
日
ま
で
、
Ｊ
Ｐ
退
職
者
だ
け
で
な

く
、
町
内
会
で
は
区
長
や
老
人
会
の

会
長
な
ど
、
長
い
間
責
任
あ
る
立
場

の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
。 

人
望
も
厚
く
、
そ
し
て
何
よ
り
も

お
元
気
だ
！！ 

（
取
材 

柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク 

渡
邉
五
四
六
） 

     



                       

 

 

 

 

 

（４）第 37 号        ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」          2023 年 11 月１日 

号 

せらいはしせらせはい 

 

（2023 年 7 月～2023 年 9 月）（敬称略）  

月 お 名 前 支  部 ご逝去日 

7 月 岩橋 タイ 新 津 ２３日 

８ 

 

月 

 

本間 一人 新 津  １日 

滝沢 歳秋 下 越  ７日 

阿部 昭吾 三 条 １２日 

山郷 達二 佐 渡 １４日 

小宮  稔 三 条 １６日 

亀貝 アイ 新 潟 １９日 

小黒 二六 中 越 ２１日 

大竹  博 中 越 ３０日 

９ 

月 

片山日出海 上 越  １日 

相田 順介 三 条  ２日 

桜井シゲエ 新 津  ４日 

福田 英子 新 潟  ５日 

渡部 重雄 新 津 ２９日 

 

お悔やみ申し上げます   

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
が

長
期
化
し
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
い
ま
な

お
続
く
。 

世
界
は
い
ま
、
力
を
背
景
に
一
方
的

な
現
状
変
更
を
迫
る
動
き
が
拡
が
っ
て

い
る
。 

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
日
本
で
も
平

和
の
危
機
が
強
調
さ
れ
、
安
保
関
連
三

文
書
や
増
税
を
前
提
と
し
た
防
衛
費
の

倍
増
な
ど
、
安
全
保
障
の
見
直
し
が
急

激
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

防
衛
力
強
化
財
源
確
保
法
に
つ
い
て

は
、
復
興
特
別
所
得
税
や
年
金
財
源
を

流
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

ま
た
、
５
年
間
で
43
兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
２
％
と
い
う
根
拠
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
の
国
防
費
を
基
準
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
立
憲
民
主
党
・
泉
代

表
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
２
０
１
４
年
当

時
の
数
値
目
標
で
あ
り
、
現
在
、
国
防

費
２
％
の
国
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
32
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国
で
半
分
も
な
い
、
と
い
う
。 

 

そ
れ
を
５
年
で
２
％
に
す
る
と
岸
田

総
理
は
わ
め
い
て
は
い
る
が
、
い
か
に

現
実
的
で
な
い
か
と
い
う
証
で
も
あ

る
。 安

倍
政
権
以
上
に
軍
拡
に
の
め
り
込

ん
で
い
る
岸
田
政
権
の
最
優
先
課
題

は
、
も
っ
と
国
民
の
声
に
寄
り
添
い
、

異
次
元
の
少
子
高
齢
化
対
策
や
子
育
て

支
援
な
ど
、
真
剣
に
汗
を
か
く
べ
き
で

は
な
い
か
。 

  

  
     

＜「春夏秋冬」第 36 号の訂正＞ 

「長寿で健康生き生きコーナー」 

新津支部・二宮修一さんは、佐々木勝廣さんの誤植です。 

「お知らせコーナー」喜寿－青木幸雄さん（新潟→新津）、お悔やみ－

川見昭弘さん（新津→新潟） 訂正しお詫びいたします。 

 

（2023 年 8 月～2023 年 9 月）（敬称略）  

慶事 月 お   名   前 支  部  
 

 

喜 
 
 

寿 

８ 

 

月 

坂井 徳洲 三 条 

諸橋 篤弥 三 条 

田村  正 中 越 

本田 栄司 中 越 

佐藤 康二 魚 沼 

関口 昇士 魚 沼 

９ 

 

月 

 

本間 勝雄 佐 渡 

伊藤  勉 下 越 

星野 有次 西蒲原 

池田  肇 魚 沼 

藤本 昭好 上 越 

 

 

おめでとうございます   

９
月
19
日
（
火
）
、
日
本
退
職
者
連
合

主
催
に
よ
る
「
２
０
２
３
全
国
高
齢
者

集
会
」
が
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
東

京
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
１
３

０
０
人
が
集
結
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
か
ら
は
関
東

エ
リ
ア
を
中
心
に
約
１
０
０
名
、
新
潟

連
協
退
職
者
の
会
か
ら
は
、
代
表
し
て

山
田
会
長
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

集
会
は
、
創
作
和
太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
続
き
、
主
催
者
代
表
・
人
見
会

長
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
立
憲
民

主
党
、
国
民
民
主
党
、
社
会
民
主
党
等

の
各
政
党
代
表
の
挨
拶
と
関
係
団
体
と

し
て
、
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、
こ
く

み
ん
共
済
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
の
要
と
な
る
記
念
講
演
は
、「
世

界
の
構
造
変
化
と
日
本
の
未
来
」
を
テ 

ー
マ
に
、
寺
島
実
郎
氏
（
評
論
家
）
を
講

師
に
迎
え
、
埋
没
し
て
い
く
日
本
社
会 

の
現
状
に
つ
い
て
、

背
筋
が
寒
く
な
る

よ
う
な
報
告
も
含

め
問
題
提
起
が
さ

れ
ま
し
た
。 

改
め
て
異
次
元

の
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
は
、
集
会
ア

ピ
ー
ル
の
採
択
と

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
散
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

お 知 ら せ コ ー ナ ー（県内全支部の慶弔者名を記載） 

全
国
高
齢
者
集
会 

2023 


